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まつど地域活躍塾 2018 

第 2期報告書 

松戸をより暮らしやすいまちにするために、 
町会・自治会、NPO、ボランティア団体など、 
地域で活躍する人材を育成する塾です。 

松戸市役所 市民部市民自治課 
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平成２７年度に実施したアンケート調査によると、市民の約６割が、市民活動に対し「人や
社会のために役立つ活動」というイメージを持ち、約４割が、今後「ぜひ、参加したい」または「機
会があれば参加したい」と考えています。しかし、実際に市民活動に参加する市民の割合は、約
１４％と少ない状況です。一方、町会・自治会や NPO などの団体は、構成員の高齢化や後継
者不足など、人材不足に関する課題を抱えています。 
市民一人ひとりが、地域社会の構成員としての当事者意識を持ち、自らの経験やノウハウ等が

社会に貢献できるということに気づき、実際の活動に繋げるためのきっかけや機会を提供し、市民
活動に参加しやすい環境を整備することが求められています。 
そこで、市は、協働によるまちづくりを推進するため、市民が市民活動に参加するうえで、必要

な知識や技能を身に付け、地域に貢献する人材を養成する「（仮称）まつど市民大学」の調
査・研究を進めてきました。 
「（仮称）まつど市民大学」の設立に向けて、幅広い視点から意見を交換し、（仮称）まつど

市民大学の方向性等について検討していただくため、学識経験者、市民、関係団体、市職員か
ら構成する「（仮称）まつど市民大学設立準備懇談会」を、平成２８年７月から１０月までに
３回開催しました。 

2年の準備期間を経て、修了生に地域で活躍してほしいという願いをこめて名称を「まつど地域
活躍塾」とし、平成 29年 6月に第１期を開講し、３３名が入塾し、２９名が修了しました。平
成３０年７月に新たな塾生を迎えて第２期を開講しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まつど地域活躍塾について 
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※人数等は開講時点のもの。活動履歴、学びたいこと、実践したいことは申込書及びレポートか

ら抜粋。 

 

 

 

男女比 男性︓２１名、女性︓１０名 計３１名 

年齢構成 
20代︓1名／30代︓2名／40代︓７名／ 
50代︓２名／60代︓１３名／70代︓６名 

区分 松戸市在住︓２９名、在勤︓１名、在学︓１名 

活動履歴 

・都内に通勤していたため、地元のことは無頓着で過ごしていた。これといった市
民活動はしていない。 

・町会、自治会活動に少し関わったことがあるが、お手伝い程度しかしたことがな
かった。 

・ＮＰＯ法人で活動をしてきたが、自宅がある松戸市内での活動をあまり知らな
いため、勉強して、参加や連携をしたい。 

・市内で子育て支援の活動をしているが、今後さらに活動の幅を広げるために参
加した。 

・千葉県生涯大学校などの生涯学習講座に参加して、自己研鑽をしている。 
※市民活動団体、町会・自治会、ボランティア活動の経験がある方、活動中の
方にも多数受講いただきました。 

まつ ど地域
活躍塾で学
び、実践した
いこと 

・まだ具体的な活動はイメージ出来ていないが、松戸のことを学び、社会や地域
のお役に立てる活動に参加したい。 

・シニア世代の健康増進に寄与する健康体操などの活動を始めたい。 
・教員生活で得た経験を活かして、子ども達や子育てを支援する活動に参加し
たい。 

・これまでＮＰＯ活動で得た知見を活かし、また地域活動で得た知見をＮＰＯ
活動に還元しながら、松戸を暖かい社会にしていきたい。 

・松戸の産業や観光などの資源を活かして、松戸をＰＲするような活動に参加し
たい。そのために松戸のことをもっと知りたい。 

第２期（平成３０年度）の概要 

受講生について 
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日  時 内  容 
 
7月 6日（金） 

●入塾式 
●公開講座「地域社会の変化と市民主体のコミュニティ活動 

～自分ごとから生まれる新たな価値創造～」 
7月１３日（金） ●講義「地域で活躍するはじめの一歩 

～松戸の地図から地域特性を学ぶ～」 
７月２０日（金） ●講義「先輩に聞く︕ 

はじめたキッカケから活動を楽しむポイント」 
７月２７日（金） ●講義「地域に密着した活動で住民を巻き込むコツ」 

８月３日（金） ●講義「市民の想いと地域をつなぐコーディネーターの役割」 
８月１０日（金） ●講義「子どもの貧困・社会的孤立に向き合い、 

支える地域の力とは︖ 
８月２４日（金） ●講義「地域福祉って何︖ 

     実は身近にある社協や民生委員の活動」 
８月３１日（金） ●ワークショップ 

「シニアが活躍して、いつまでも元気に暮らせるまちづくり」 ９月７日（金） 
９月２８日（金） ●ワークショップ 

「急増する空き家を利活用した地域のつながりづくり」 １０月５日（金） 
１０月１５日（日） ●実地体験オリエンテーション 

～受け入れ団体とのマッチングの会～ 
１０月中旬 

～１２月中旬 
●現場から選んで学べる︕実地体験 

１２月１６日（日） ●実地体験ふりかえりの会＆報告会 

１月１１日（金） ●修了後の活動につなげる①「ふりかえりワークショップ」 

１月２５日（金） ●修了後の活動につなげる②「個別相談会」 

２月１５日（金） ●修了式 

講 

義 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

実
地
体
験 

ま
と
め 

年間スケジュール 

※当該事業の企画運営に当たっては、特定非営利活動法人まつど NPO協議会とコーディネート 

業務委託契約を締結し、共に実施しました。 

第２期（平成３０年度）の概要 
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 塾生同士、塾生と事務局の初顔合わせの
会ということで、市民部長から塾生に対して挨
拶を行い、まつど地域活躍塾のねらい等の説
明を行うとともに、塾生同士の交流時間を設
けました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 第２期まつど地域活躍塾の初回講義を公
開講座として実施しました。 
 

 
 塾生を代表して、２名の方に受講のきっか
けや抱負について宣誓というかたちで語ってい
ただきました。 

  
 
 
 千葉大学大学院社会科学研究院教授 
清水洋行氏に、「地域社会の変化と市民主 

 
 
 
体のコミュニティ活動」というテーマで公開講座
の基調講演をいただき、ゲストとして老人給食
協力会ふきのとう代表の平野覚治氏に登壇
いただき、こども食堂の活動についてお話しい
ただきました。 
 最後に本日の講演のまとめとして、登壇者を
パネラーとしてパネルトークを行いました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入塾式・公開講座 

7/6 入塾式 

塾生代表者宣誓 

基調講演 

 アンケートから  
●「市民活動は出会い」「地域への入口」
「仲間」「場をつくる」「経験の貧困」という言
葉が印象に残った。 
●子ども食堂は横のつながりも含めて可能
性が多くあると思いました。 
●自分の活動について整理が出来た。 

入塾式の様子 

パネルトーク 

清水氏 

平野氏 

7/6 公開講座 
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 聖徳大学児童学部児童学科教授長江
曜子氏に、松戸市ガイドマップを活用して、
市内を５つの地区に分け、各地区の特徴や
歴史的背景をもとに、それぞれで行われてい
る市民活動や隠れた名産品などの話を盛り
込みながら、これから発展するであろう各地 
区での活動 
についてお話 
しいただきま 
した。 
 
 
 
 
市民活動を行っている方をゲストに招き、現

在の活動内容と、自身が活動を始めたキッカ
ケなどをお話しいただきました。関さんの森を育
む会の黒岩氏、ＮＰＯ法人松戸くらしの助っ
人の梅田氏、ＮＰＯ法人ＭａｍａＣａｎ
の山田氏、第１期まつど地域活躍塾修了生
にゲストとしてお越しいただきました。 

 

 

 

 
 
  
 講義後のグループワークでは、各班にゲスト
の方々に入っていただき、塾生からの疑問・質
問等に直接お答えいただきました。 
    
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市民自治課職員から上記テーマで、町会・

自治会など地縁団体について講義を行い、そ
の後、岩瀬自治会からは自治会独自で行っ
ている文化祭などの３大祭りの話や、他団体
と一緒に実施しているラストサマーフェス＆盆 
踊りなどについてお話しいただき、五番街ふれ
あいセンターからは、カレーを食べる会や男の談 
話室などの地域に密着した活動についてお話
しいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 

講義  

山田氏 五番街ふれあいセンター 

神田氏 

長江氏 

黒岩氏、梅田氏 

7/13  
地域で活躍するはじめの一歩 

7/20 先輩に聞く︕はじめたキッカケ
から活動を楽しむポイント 

7/27 地域に密着した活動で住民
を巻き込むコツ 

グループワーク 
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まつど市民活動 

サポートセンター長 
の阿部氏から、ＮＰ 
Ｏとはそもそもどのよ 
うな団体なのか、市民活動が盛んに行われる
ようになった時代背景、松戸市内の現状を紹
介しながら、サポートセンターの機能や活動紹
介を交えながら、コーディネーターの役割につい
て説明しました。 
後半は自分が取り組みたい活動のスタイル

や、3 年後に理想と
する暮らしのあり方を
書き出すワークを行
い、全体で共有しま
した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  子ども家庭相談課子どもの未来応援担当
室職員から昨年度に実施した子育て世帯生
活実態調査の調査概要に基づき、市内の子 

 
 
 
どもの貧困状況や、 
市が行う事業につ 
いて説明しました。 
 こがねはら子ども  

食堂の髙橋代表 
からは、自身の行っている子ども食堂の活動に
ついて、実体験や事例を交えながらお話しいた
だきました。 

 

 
 松戸市社会福祉協議会の職員から、協議
会の目的や事業内容等の基本的な情報をお
話しいただきました。 
六実六高台地区社会福祉協議会の澁谷副
会長からは地区社会福祉協議会の基本情
報や、自身の地区で行っている事業（ふれあ
い会食会等）をご紹介いただきました。松戸
市北部地区民生生委員・児童委員協議会
の小野会長には、民生委員・児童委員の基
本的な情報や、具体的な活動内容について
お話しいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿部氏 

講義 

髙橋氏と担当室職員 

 アンケートから  
●ＮＰＯや市民活動の基礎知識と、コー
ディネーターの役割について分かりやすい
講義でした。 

●塾生同士で個々人の３年後の目標を
共有することができたことがとても良かっ
た。 

小野氏 

澁谷氏 

松戸市社会福祉協議会職員 

ワークの様子

 

8/3 市民の想いと地域をつなぐコー
ディネーターの役割  

8/10 子どもの貧困・社会的孤立
に向き合い、支える地域の力とは︖  

8/24 地域福祉って何︖実は身近
にある社協や民生委員の活動  
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 高齢者支援課職員から松戸市が目指して
いる地域共生社会について説明し、それを実
現するための事業としての松戸プロジェクト・地
域ケア会議・元気応
援くらぶなどについて具
体的な事例を交えてお
話しました。 

 

各グループメンバーの「やりたいこと」「できるこ
と」を書き出し、それを元に、取り組むアイディア
を 1 つに絞り、各メンバーのできることを活かし
ながら、「5W1H」に基づいた具体的なプラン
に落とし込み、最後に全体で発表しました。 
        
 
            
       
 
 

 
 
 
 
 

 

 空き家の現状や、そもそも空き家とはどういっ
た建物のことをいうのかについてや、松戸市で
行っている対策について、住宅政策課職員か 

ら説明し、併せて、 
松戸市内の空き家 
の活用事例について 
紹介しました。 
 

 

 ３つの空き家の例のなかから、自分が活用
できると思う空き家を１軒選び、同じ空き家を
選択した人達とグループを組み、事業計画を
考えました。資金面も含めてプランを検討する
ことで、これまで大まかに考えていたプランを実
践に移すために必要な様々な観点を体感して
いただきました。 
最後に、各班５分 
程で発表を行いま 
した。 

 
 
 
 
 
 
 

9/7 ワークショップ 

ワークショップ 

8/31 講義 

住宅政策課職員 

発表 

 アイディア抜粋  
◆子どもから高齢者まで世代を超えた居場
所の提供。 

◆日常の困りごとを地域で解決するための
なんでも相談所の設置。 

 

発表 

「急増する空き家を活用した地域の
つながりづくり」  

9/28 講義 

 アイディア抜粋  
◆子どもの学習支援のための寺子屋 

◆不用品を回収して、利用したい人へ

繋ぐ、リサイクルの場 

◆若者支援のための居住スペース 

◆民泊   

10/5 ワークショップ 

高齢者支援課職員 

ワークショップ 

住宅政策課職員 

「シニアが活躍して、いつまでも元気
に暮らせるまちづくり」  
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 実地体験に行くうえでの心構えや注意

点の共有を行い、その後、実地体験受入

団体すべてから、実際に体験してもらう

内容を１分間ずつ説明していただきまし

た。説明を聞いた後で、各自興味のある

団体と直接体験に行く日程等を調整しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

塾生と一般参加者は、日程調整をした

受入団体のもとで、各自実地体験をしま

した。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受
入
団
体
か
ら
の
説
明
の
様
子 

各
自
で
受
入
団
体
と
マ
ッ
チ
ン
グ 

10/14 オリエンテーション・マッチング 10/15 オリエンテーション ~受け入
れ団体のとのマッチングの会~ 

10~12月 実地体験 

イ
ベ
ン
ト
受
付
な
ど 

の
お
手
伝
い 

子
ど
も
食
堂
な
ど

で
の
お
手
伝
い 

里
山
保
全
活
動
へ

の
参
加 

実地体験 
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 ワールドカフェ形式で代わる代わるグ

ループワークを行い、自身の体験した活

動内容を共有しました。最後に全体での

共有を行い、改めて今後に向けての各自

の方針を深め、話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 岩瀬自治会 
2 MEP（新松戸みんなの食堂） 

3 認定 NPO法人 
外国人の子どものための勉強会 

4 小金原連合町会 防災部 
5 こがねはら子ども食堂（よっけ塾） 
6 NPO法人子育て広場ほわほわ 
7 NPO法人子どもっとまつど 

8 NPO法人 
子どもの環境を守る会 J ワールド 

9 五番街ふれあいセンター 

10 NPO法人さわやか福祉の会 
松戸くらしの助っ人 

11 NPO法人人材パワーアップセンター「わ
くわくストレッチクラブ」 

12 NPO法人スマイルクラブ 
13 関さんの森を育む会 
14 NPO法人宅配給食すずな 

15 NPO 法人たすけあいの会ふれあいネッ
トまつど 

16 ぱそこん 119 
17 はなしまみんなでごはん 
18 ボランティア花水木の会 

19 社会福祉法人まつかぜの会 
豆のちから 

20 松戸里やま応援団 
21 NPO法人 MamaCan 
22 六実六高台地区社会福祉協議会 
23 要約筆記サークルこぱん 
24 NPO法人まつど NPO協議会 

実地体験 

 アンケートから  
●市内でこのような学習支援をして

いることに気が付かなかった。近所

なのでお手伝いを継続したい。 

●映画の上映等、誰でも気軽に参加で

きる活動がとても良いと思った。 

●岩瀬自治会さんはまだまだ楽しい

イベントがあると思うので、今後も

お手伝いさせていただきたい。 

●楽しんで活動することも大切なこ

となのだと感じました。 

●人とのつながりや参加者と受け入

れ側の関わり方、声のかけ方などが

参考になりました。 

●肩に力を入れず。 

 

12/16 ふりかえりの会＆報告会 

 アンケートから  
●自分が行かなかった団体での話が

とても参考になり、刺激的だった。 

●同じ団体に参加した方でも、実に多

様な感想があり、なるほど！と思う

部分が大きかった。 

●グループが代わる度に多くの学び

があり楽しかった。 

実地体験受入団体（順不同） 
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 これまでの塾での体験をふりかえり、改めて、
これから個々人でやりたいことを「未来志向」で
考えたり、塾生同士で話をしました。本塾の第
１期修了生３名にも 
来ていただき、塾生 
の思考の整理や先 
輩として助言をして 
いただきました。 
 
 

 
各自で「じぶん未来新聞※」の作成や、作

成に向けて塾生同士でのディスカッションを進
める間に、各塾生1人10分程度で事務局と
の個別相談会を実施しました。 
※「じぶん未来新聞」とは、新聞形式で未来
に焦点をあてた内容を書くことで、将来の理
想・ありたい姿等を描くためのワークです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 市民部長から修了証書を授与し、塾生代
表による抱負発表、塾生全員による 「じぶん
未来新聞」発表を行ないました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

塾生同士のふりかえりの様子 

修了証書授与 塾生の抱負発表 

「じぶん未来新聞」発表 

個別相談会 
の様子 

1/25 修了後の活動につなげる 
『個別相談会』 

2/15 修了式 

 アンケートから  
●自分の考えていることの棚卸がで

きたので、よい時間になりました。 

●未来新聞は夢があり、これからの活

動の指標となり、良い企画だと思い

ます。これからの自分の活動計画を

立てることは、より実践につながる

と思いました。 

●現実とのギャップに気付き、より現

実的にする必要性を感じました。 

 

フォロー・修了式 

1/11 修了後の活動につなげる 
『ふりかえりワークショップ』 

「じぶん未来新聞」 
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＜受講案内パンフレット＞ 

 

資料編 
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＜2月 15日実施アンケート結果＞ 

本塾全体の満足度はいかがでしたか︖ 

本塾申込時に期待していたことや目的としていたことは、達成されましたか︖ 

●松戸・地域でこれからも頑張っていこうというエネルギーを
もらえた。 

●目標が定まっていなかったが、具体的に課題が見えた。 
●達成されたこと︓実地体験に行ってヒントをもらえた。 
●達成されなかったこと︓自分の済地域でのプレーヤーが
見つからなかった。 

●松戸市で活躍している団体の活動を体験することがで
きた。 

●参加した皆さんとの、運営された皆さんとの、行政とのネ
ットワークができた。 

●活躍塾での活動が終わった今、自分のやりたいことが自
分で認識でき、今やっていることにも意味を感じることが
できるようになった。 

●塾生一人一人の想いがすこしずつわかってきて、大変勉
強になりました。 

 

資料編 

とてもよかった
46%よかった

47%

いまいちだった
7%

よくなかった
0%

十分達成された
36%

達成された
50%

あまり達成
されなかっ
た

14%

まったく達
成されな
かった
0%
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●こども食堂への実習は、現場での体験を通じて
多くの学びがあった。 

●１人で新しいことをやるのは大変なので、同じ
ビジョンを持った受講生が協力して新たに始め
るよい機会になった。 

●特に知りたかった自分の仕事に関わることだけ
でなく、広く様々な分野のことについて学んだり
考えたりすることができたこと、たくさんの方と知り
合えたことは、講座修了後の活動にとても影響
している。 

●空き家問題や民生委員の活動内容、モデル
町内会の活動の情報共有が大変役に立っ
た。 

まつど地域活躍塾を受講したなかで、今までの活
動のステップアップになった部分など。 

●最後に志を同じくする修了生同志の話し合い
の場があったらよい。 

●体験型学習やアクティブラーニング等、体や五
感を通じて学びを深めるプログラムがあるとより
良い。 

●松戸市の行政が活発化した事例紹介、他の
都市の活動団体との協力体制、の内容があ
ればより効果的であったと思う。 

●団体を立ち上げたい人に対しては、プランを練
り上げるゼミ形式＋場所を提供してくれる人と
のマッチングが中心の方が良い。 

●ボランティア活動に役立つ講習の紹介があると
よい。 

このような講義内容があったら効果的であると感
じた部分など。 

町会・自治
会

13%

ＮＰＯ法
人

25%任意団体(市民
活動）
44%

公益財団
法人・一般
社団法人

9%

市が行う事業のボ
ランティア

3%

その他
6%

資料編 

市民活動・地域活
動を行っている

81%

現在活動してい
ないが、模索中/
勉強中である

14%

未定
5%

＜まつど地域活躍塾修了後 活動状況調査結果（令和元年６月実施）＞ 

修了式(平成 31年 2月)以降、市民活動・地域
活動を行っていますか︖ 

活動を行っている方の活動先 
（複数回答あり） 
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